令和元年度　第１回大阪府スポーツ推進審議会
〇　日　　時　　：　　令和２年２月３日（月）　　１４：００～１６：００
〇　場　　所　　：　　大阪府公館
〇　出席状況　　：　　出席委員　　１２名　　欠席委員　　３名
（事務局）　教育振興室長、保健体育課長、首席指導主事１名、総括主査１名、
主任指導主事２名、指導主事１名

　　　　　　文化・スポーツ室スポーツ振興課長、課長補佐１名、
障がい福祉室自立支援課総括主査１名
１　開　　会
　・事務局が開会宣言
２　あいさつ　　　　　　　　　　　　
　・大阪府教育庁を代表して教育振興室長があいさつ
　・委員を代表して会長があいさつ
　　３　委員の人事・紹介について
　　　・人事について
　　　・事務局から委員紹介
　　　・副会長の選出

４　議長の選出
５　議　　事　
［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局　
（１）報告事項
　①令和２年度体育関係団体に対する補助金について 
　　・保健体育課から説明
　　　（質問等なし）
②令和２年度保健体育課（競技スポーツグループ）、スポーツ振興課当初予算の概要について
　・保健体育課所管分について説明
△　小学校３・４年生の新体力テスト悉皆調査について、頑張りの目標値ができ、非常に良いことである。体力テストを行うことによって子どもたちの体力が上がるという成果が確実に出てくるのでは。
　 △　部活動指導員については、部顧問の負担軽減につながる。今後増やしていく計画か？
　 ◆　増やしていく方向である。

　 △　障がい者スポーツの予算も含まれているものと思われるが、障がい者スポーツに関する予算要求も目に見える形でお願いしたい。
　 □　要望ということで事務局よろしくお願いする。
　 ◆　ご指摘の通り。今後対応していきたい。
　 △　予算も厳しいとは思うが、パラリンピックのマラソン選手は複数の伴走者が必要である。たくさんのサポートが必要な方には予算的な配慮が必要である。
　 □　要望ということで事務局よろしくお願いする。
　・スポーツ振興課所管分について説明
　　　　　（質問等なし）
　　　　③第２次大阪府スポーツ推進計画の進捗状況について
　　　　・スポーツ振興課から説明
△　ラグビーワールドカップによりラグビーの面白さを再確認した。ワールドマスターズゲームズの認知度が低いので、ラグビーワールドカップでボランティアをした方、審判や通訳などの市民ボランティアを大阪中で募集することが認知度を上げることにつながる。
　 □　ラグビーが大いに盛り上がった。マラソンなどを含め今まで行ってきた施策が府民に浸透しているのでは。
△　ボランティアの目標数に対して数値が低いが策はあるのか。
◆　ラグビーワールドカップでのボランティアの活躍が全国的に脚光を浴びて、ボランティアの存在意義ややりがいが見直されている。オリンピック・パラリンピックのボランティア募集では８万人の募集に対して２０万人の応募があったなど需要は高い。ワールドマスターズゲームズのボランティアに関しても、ラグビーワールドカップのボランティアの方から問い合わせなどがあるところ。地道に取り組んでいく。
△　ワールドマスターズゲームズのボランティアの募集を、広く広報していただけたら。
△　ワールドマスターズゲームズはお金さえ払えば誰でも出場できる。マスターズでは有名な選手が出場することで認知度が高まった。皆さんが出場できるという広報を。
□　事務局の方で広報をよろしくお願いしたい。

　（２）その他
　　①「大阪府運動部活動の在り方に関する方針」・「部活動に関する取組み」について
　　・保健体育課から説明
△　部活動のガイドラインについて、大阪市ではメリハリのある活動計画をお願いしている。部活動指導員は、教員の働き方改革につながる利用方法が望ましい。例えば、スイミングスクールなど近隣のスポーツクラブとの連携も考えてみてはどうか。
△　生徒と指導者にとって大きな変革期にあるが、指導者がモチベーションを保ちながら時代に合わせていく環境づくりが大切。短時間の練習でどのように効果を上げていくのかということを考えていくべき。成功事例を伝えるなど、指導者に元気を与える働きかけを。
□　良い事例があれば事務局に伝え、モデルケースとして広めていただきたい。
②「令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果概要について
　・保健体育課から説明
△　全生徒数と調査参加生徒の調査実施率を提示していただきたい。
　　③子どもの体力向上事業について
　・保健体育課から説明
△　体力調査を実施する際には、計測方法を正しく伝え、効果的なアドバイスをすることで数値が大きく変わることがある。数字の上がる楽しさを知る機会に。暑さの過ぎた時期に実施するなど無理のない形で実施していただけたら。
△　小学校の体育授業について、幼稚園や保育所では体育を専門家にお願いするなど外注が多い。小学校では体育の苦手な先生が自分たちで授業をしている。小学校でも体育の授業を外注することでスポーツ好きの子どもを育てることにつながるのでは。
△　担任の先生によって運動量に差が出るように感じる。計測を続けることで達成感を感じることが出来る。
④大阪府の障がい者スポーツについて
・自立支援課より説明
（質問等なし）
⑤大阪府のスポーツ施策の取組みについて
・スポーツ振興課から説明
（質問等なし）
⑥令和２年度保健体育課（競技スポーツグループ）、スポーツ振興課行事予定について

・保健体育課から両課の説明
（質問等なし）
６　そ の 他
　　①インターハイ　ボート競技の実施について
　　　　・保健体育課から説明
　　②その他
△　合同部活動などの取組みにおいて、たくさんの課題や問題があるとは思うが、非常に良い取組みである。ぜひ実現していただきたい。応援している。
△　部活動において、熱中症対策で、朝５時半から実施するクラブがあると聞いている。保護者として心配であり、負担になる。また、塾に通う生徒は部活動を続けていくことが困難になる。府として市町村に働きかけを検討していただきたい。
◆　府として指針を出している。ＷＢＧＴが一定数値を超えた際には一旦活動を中止し、健康観察を行った後、活動場所や時間、内容の変更を行うなど、生徒の体調管理や配慮事項などを示している。市町村立中学校は市町村教育委員会が決めることであるが府の指針を伝えお願いしている。
　
△　全体的に昔と違った部活動の在り方になってきた。学校や自治体からの声を聴いて柔軟にやっていただけたら。子どもたちのスポーツができる環境を作っていただきたい。
□　大阪府が全国に先駆けて文科省が出来ないような施策を先進的にやってきた。これからも委員の皆様のご意見を参考にしながら大阪府独自の施策を行っていただきたい。
７　閉　　会
　　・事務局が閉会宣言
